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	第14回「対話・つながり・実現の場」
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	日曜日
	時間
	会場
	午後１時から午後４時まで
	伊那市役所 １階 多目的ホール
	対象
	参加費
	申込
	駅利用者・近隣店舗
	商工関係者・学生
	駅周辺の活用に興味のある方など
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	スケジュール
	13:00
	趣旨説明
	上伊那農業高校のまちづくり紹介
	13:20
	グループワーク①
	　「地域交流施設の在り方と機能」
	14:10
	グループワーク②
	　「駅前広場の在り方と機能」
	15:10
	グループワーク③
	　「伊那北駅のお出かけストーリー」
	発表
	15:40
	16:00
	終了


	まちづくりの中心となる対話・つながり・実現の場
	　伊那市では令和6年9月に官民共創の新しいまちづくり協議会を立ち上げました。
	　この「新しいまちづくり」は、伊那新校・技術新校の開校をひとつのきっかけとして、暮らしの中で生涯にわたり学び続けられる地域を伊那市に関わるみなさんとつくりたい、一人一人がまちづくりの主体として参画したまちをつくりたいと始まりました。
	　「対話・つながり・実現の場」は、想いをもった人がつながったり、実現に向けて行動したりと参加するみなさんがまちづくりの主役となる場です。その「対話・つながり・実現の場」を手助けするグループとしてテーマに合わせたワーキンググループがあり、みなさんの対話を支える存在となっています。
	　みなさんの対話と、やりたい！という思いの実現の場を整えるのがこの協議会の役割です。
	スキーム図


	みんなが主役の
	まちづくり
	これまでの対話・つながり・実現の場
	延べ参加者数800名以上
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